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医療制度改革に伴

う在宅医療推進に

対する取り組みは

市
民
会
議　
　
　
　

比
留
川
政
彦

２１

　

問　

我
が
国
の
医
療
供
給
体
制
は
、
昭

和　

年
の
第
１
次
医
療
法
改
正
で
都
道
府

６０
県
医
療
計
画
制
度
が
導
入
さ
れ
、
病
床
規

制
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
医
療
法
は
３

次
に
わ
た
り
改
正
さ
れ
、
特
定
機
関
病
院

制
度
と
療
養
型
病
床
群
の
創
設
、
総
合
病

院
制
度
の
廃
止
と
地
域
医
療
支
援
病
院
制

度
の
創
設
、
療
養
病
床
と
一
般
病
床
の
区

綾瀬で採れた新鮮な野菜や肉を使った料理教室が開催されました。参加者は
地場農産物のおいしさにあらためて感心していました

深
刻
な
医
師
不
足
か
ら
医
療

体
制
を
ど
う
充
実
さ
せ
る
か

　

問　

我
が
国
で
は
、
地
域
間
、
診
療
科

間
の
医
師
の
偏
在
に
よ
る
深
刻
な
医
師
不

足
が
発
生
し
て
お
り
、
地
域
医
療
の
崩
壊

や
医
療
の
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
と

り
わ
け
、
救
急
医
療
の
場
合
、
人
の
命
に

か
か
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
医
師
の
対

応
を
含
め
た
質
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。
市
民
か
ら
も
市
内

で
診
療
科
目
の
少
な
い
小
児
科
、
産
婦
人

科
、
耳
鼻
咽
喉
科
な
ど
を
増
や
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
る
が
ど
う
対
応

す
る
か
。医
療
現
場
の
医
師
不
足
に
対
し
、

解
決
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
早
期
治
療
で
視
力
回

復
が
望
め
る
小
児
弱
視
の
検
診
を
市
で
行

わ
な
い
か
。

　

答　

医
療
機
関
で
は
、
患
者
の
症
状
に

応
じ
適
切
な
医
療
が
提
供
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
が
、
さ
ら
に
良
い
対
応
を
図

る
た
め
、
市
民
の
声
と
し
て
、
救
急
医
療

の
運
営
主
体
で
あ
る
座
間
・
綾
瀬
医
師
会

を
通
じ
て
関
係
医
療
機
関
に
伝
え
る
。
ま

た
、
診
療
科
目
の
偏
在
解
消
の
要
望
も
、

同
様
に
市
医
師
会
に
伝
え
る
。
医
師
不
足

の
解
決
へ
の
対
応
と
し
て
、
医
師
の
確
保

に
向
け
た
制
度
の
見
直
し
、
小
児
救
急
医

療
に
か
か
わ
る
国
庫
補
助
制
度
の
拡
充
な

ど
、
必
要
に
応
じ
て
国
・
県
に
要
望
す
る
。

小
児
弱
視
検
診
は
、
３
歳
児
健
診
で
行
っ

て
い
る
視
力
検
査
の
中
で
対
応
す
る
。

（
ほ
か
に
「
環
境
政
策
に
つ
い
て
」
を
質

問
）

公
明
党　
　
　
　
　

松
澤　

堅
二

分
と
い
っ
た
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
推

進
の
た
め
の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
昨
年
、
地
域
医
療
の
連
携
体
制
構
築

を
進
め
る
医
療
計
画
制
度
の
見
直
し
と
第

５
次
医
療
法
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
今
後

医
療
制
度
改
革
が
進
み
在
宅
医
療
が
推
進

さ
れ
る
と
思
う
が
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

今
回
の
改
革
で
は
、
社
会
的
入
院

の
是
正
と
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
図
る
た
め
、
療
養
病
床

と
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
再
編
成
が
実

施
さ
れ
る
。
療
養
病
床
の
再
編
成
を
進
め

る
に
は
、
各
地
域
で
の
将
来
的
な
需
要
や

社
会
資
源
に
即
し
た
地
域
ケ
ア
体
制
の
計

画
的
な
整
備
を
広
域
的
に
行
う
必
要
が
あ

る
。
県
で
は
県
保
健
医
療
計
画
と
県
央
地

区
保
健
医
療
計
画
の
策
定
作
業
に
入
っ
て

お
り
、
本
市
で
も
、
在
宅
医
療
を
支
え
る

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
な
ど
、
地
域
医
療

体
制
の
充
実
が
重
要
と
考
え
、
県
と
連
携

を
図
り
適
切
な
対
応
を
す
る
。

（
ほ
か
に
「
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
つ
い
て
」
「
高
齢
者
居
住
法
へ
の
対
応

に
つ
い
て
」
を
質
問
）

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
た

め
防
災
行
政
無
線
の
活
用
を

　

問　

子
ど
も
を
標
的
と
し
た
重
大
犯
罪

が
恒
常
的
に
発
生
し
て
い
る
中
、
本
市
で

は
毎
年　

件
近
く
の
声
か
け
事
犯
な
ど
が

４０

確
認
さ
れ
て
い
る
。
対
応
と
し
て
は
、
パ

ト
ロ
ー
ル
、
子
ど
も
へ
の
指
導
や
保
護
者

へ
の
注
意
喚
起
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
さ
ら
な
る
安
全
対
策
と
し
て
、

地
域
の
方
が
散
歩
や
買
い
物
、
自
宅
前
の

掃
除
や
花
へ
の
水
や
り
を
登
下
校
時
間
に

合
わ
せ
て
行
い
、
通
学
路
や
屋
外
の
子
ど

も
た
ち
を
見
守
る
活
動
が
必
要
と
思
う
。

こ
の
活
動
へ
の
呼
び
か
け
を
子
ど
も
の
帰

宅
時
間
に
合
わ
せ
「
地
域
の
皆
様
の
見
守

り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
、

防
災
行
政
無
線
で
放
送
で
き
な
い
か
。

　

答　

防
災
行
政
無
線
の
利
用
は
、
平
成

　

年
に
約
２
カ
月
間
、
小
・
中
学
生
の
下

１７校
時
間
に
合
わ
せ
１
日
３
回
放
送
し
た
が
、

「
緊
急
時
用
の
防
災
無
線
本
来
の
役
割
と

違
う
の
で
は
」
や
「
う
る
さ
い
」
と
の
声

が
あ
り
中
止
し
た
経
過
や
、
登
下
校
時
間

な
ど
を
記
載
し
た
印
刷
物
の
配
布
に
対
し
、

犯
罪
者
に
知
ら
れ
る
と
の
苦
情
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
帰
宅
時
間
に
合
わ
せ
た
放
送

は
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
現
在
は
、
学

校
と
連
携
し
通
学
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
登
録
の
呼
び
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
、
自
治
会
の
青
少
年
育
成
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
協
力
を
得
な
が
ら
推
進
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

公
明
党　
　
　
　
　

井
上　

賢
二

緑の保全、育成、

創出に対する方針

と取り組み状況は

新
綾
ク
ラ
ブ　
　
　

笠
間
信
一
郎

　

問　

近
年
、
自
然
や
緑
が
徐
々
に
失
わ

れ
て
い
る
と
い
う
危
機
感
を
多
く
の
市
民

が
抱
い
て
い
る
。
市
内
で
は
東
名
イ
ン
タ 

ー
設
置
や
新
た
な
工
業
団
地
の
計
画
が
あ

る
が
、
経
済
発
展
志
向
、
開
発
中
心
の
考

え
方
を
継
続
す
る
と
、
結
果
的
に
緑
の
破

壊
が
進
む
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
方

針
を
環
境
保
持
、
緑
の
保
全
に
転
換
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
緑
地
保
全
の
現
状
と
目

標
、
達
成
に
向
け
て
の
行
動
方
針
は
ど
う

か
。
ま
た
、
環
境
基
本
計
画
で
設
定
さ
れ

て
い
る
緑
地
保
全
地
区
の
目
標
値
の
達
成

度
合
い
と
農
地
の
保
全
方
針
、
目
標
保
全

面
積
は
。
さ
ら
に
、
形
態
・
地
区
別
の
緑

化
の
方
針
と
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

　

答　

緑
地
や
里
山
景
観
の
保
全
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
緑
の
基

本
計
画
に
基
づ
き
整
備
、
保
全
す
る
と
と

も
に
、
経
済
的
発
展
を
図
り
つ
つ
環
境
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
基

本
計
画
で
設
定
し
て
い
る
が
現
在
未
指
定

の
緑
地
保
全
地
区　

･
５　

は
、
指
定
に

２６

ha

向
け
地
元
と
調
整
し
た
い
。
農
地
の
保
全

は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
基
本
に
目
標
値

に
ほ
ぼ
達
し
て
い
る
。
建
物
、
公
園
、
公

共
施
設
の
緑
化
は
、
関
係
法
令
、
方
針
、

緑
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
推
進
し
、
一
般

住
宅
は
生
垣
助
成
な
ど
で
奨
励
し
て
い
る
。

区
画
整
理
区
域
の
公
園
緑
地
な
ど
の
割
合

は
、
早
川
城
山
が　

・
２
％
で
完
了
し
、

１８

深
谷
中
央
は　

％
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

１１

仕事と子育ての両

立支援をするため

待機児童の解消を
佐
竹　

百
里

　

問　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
は
少

子
化
対
策
の
根
幹
で
あ
り
、
改
善
が
急
が

れ
る
課
題
で
あ
る
。
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
で
は
、
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
化

に
よ
る
受
け
入
れ
拡
大
や
建
て
替
え
で
、

待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
と
い
う
が
、
依

然
就
労
を
望
む
保
護
者
が
多
く
、
パ
ー
ト

勤
務
者
で
も
保
育
園
を
希
望
す
る
な
ど
、

潜
在
的
な
入
所
希
望
者
が
い
る
こ
と
を
認

識
す
べ
き
で
あ
る
。
市
民
要
望
を
的
確
に

把
握
し
、
多
様
化
し
た
働
き
方
に
合
わ
せ

た
保
育
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

例
え
ば
幼
稚
園
と
協
力
し
、
延
長
保
育
や

夏
季
保
育
の
実
施
で
潜
在
的
待
機
児
童
の

解
消
が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
少
子
化
対

策
室
な
ど
を
設
置
し
、
行
政
組
織
の
横
断

的
な
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

　

答　

女
性
の
社
会
進
出
に
伴
い
、
出
産

後
も
保
育
所
な
ど
を
利
用
し
て
、
就
労
を

継
続
す
る
傾
向
が
強
く
、
正
社
員
、
パ
ー

ト
、
派
遣
、
自
営
な
ど
就
労
形
態
や
時
間

も
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
保
育
需

要
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
子
ど
も
を
預
け
る
体
制
づ
く
り
が

重
要
で
あ
る
。
市
内
幼
稚
園
で
は
、
自
主

的
に
預
か
り
保
育
や
夏
季
保
育
を
実
施
し

て
い
る
が
、
市
で
は
特
に
支
援
は
し
て
い

な
い
。
今
後
の
支
援
方
法
は
、
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
の
中
で
検
討
す
る
。
子

育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
は
、
職
員
の
意

識
改
革
を
し
、
組
織
の
横
断
的
な
取
り
組

み
に
よ
り
進
め
て
い
く
。
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